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論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

氏
名

水
谷

隆
之

み
ず
た
に

た
か
ゆ
き

本
論
文
は
、
西
鶴
の
門
人
で
あ
り
、
俳
諧
師
・
浮
世
草
子
作
者
と
し
て
活
躍
し
た
北
条
団
水
（1663

～

1711

）
の
、
小
説
・
俳
諧
・
啓
蒙
的
学
問
書
に
い
た
る
幅
広
い
作
品
の
特
色
を
、
西
鶴
や
出
版
書
肆

と
の
関
係
に
力
点
を
お
き
な
が
ら
解
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
構
成
は
、
第
一
章
「
団
水
の
初
期
作
」

が
「
団
水
の
初
期
作
―
『
諸
宗
鉄
槌
論
』
『
好
色
破
邪
顕
正
』
作
者
考
証
―
」
等
の
二
節
、
第
二
章
「
西

鶴
と
団
水
」
が
「
『
懐
硯
』
巻
一
の
四
「
案
内
し
つ
て
昔
の
寝
所
」
に
つ
い
て
」
等
の
四
節
、
第
三
章
「
団

水
作
の
出
版
」
が
「
八
文
字
屋
興
隆
期
の
団
水
」
等
の
二
節
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
成
る
。

第
一
章
は
、
従
来
、
団
水
の
若
年
時
の
作
か
否
か
で
研
究
者
の
見
解
が
分
か
れ
て
い
た
『
諸
宗
鉄
槌
論
』

お
よ
び
『
好
色
破
邪
顕
正
』
の
両
作
に
つ
い
て
、
新
た
に
指
摘
し
た
『
津
金
寺
名
目
』
『
し
ぶ
団
返
答
』

等
の
様
々
な
典
拠
や
、
団
水
の
他
の
作
品
と
の
詳
細
な
比
較
検
討
を
通
じ
て
、
こ
の
両
作
品
が
団
水
の
著

作
で
あ
る
こ
と
を
確
定
し
、
ま
た
先
行
文
献
を
手
際
よ
く
引
用
・
編
集
し
て
一
書
を
成
す
団
水
の
執
筆
方

法
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
二
章
は
、
団
水
の
俳
諧
・
小
説
の
師
に
あ
た
る
西
鶴
の
浮
世
草
子
作
品
や
俳
諧
作
品
を
取
り
上
げ
、

そ
の
特
質
を
考
察
す
る
と
と
も
に
、
西
鶴
と
団
水
の
協
調
的
な
関
係
の
実
態
を
解
明
す
る
。
具
体
的
に
言

え
ば
、
西
鶴
の
『
懐
硯
』
中
の
一
話
を
詳
し
く
分
析
し
、
社
会
的
倫
理
と
夫
婦
間
の
倫
理
の
相
克
が
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
、
ま
た
西
鶴
の
好
色
物
諸
作
の
女
性
像
に
検
討
を
加
え
、
誠
を
貫
く
女
性
像
と
私
情
・
私

欲
に
流
さ
れ
る
女
性
像
が
複
眼
的
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
と
も
に
可
休
の
『
誹

諧
物
見
車
』
へ
の
反
論
書
で
あ
る
団
水
の
『
特
牛
』
と
西
鶴
の
『
石
車
』
を
取
り
上
げ
、
両
書
に
は
一
見

意
見
の
食
い
違
い
が
あ
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
し
か
し
総
体
と
し
て
は
惟
中
の
俳
諧
寓
言
説
の
部
分
否

定
、
ま
た
宗
因
風
の
発
展
的
継
承
の
姿
勢
な
ど
、
団
水
と
西
鶴
は
共
通
の
俳
諧
観
を
持
つ
こ
と
、
ま
た
京

都
書
肆
の
西
鶴
作
品
の
刊
行
に
は
、
団
水
の
関
与
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
。

ま
た
、
第
三
章
は
、
従
来
、
初
版
の
版
元
が
不
明
で
あ
っ
た
『
野
傾
友
三
味
線
』
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ

が
江
戸
の
万
屋
清
兵
衛
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
あ
わ
せ
て
こ
の
出
版
か
ら
京
都
の
上
村
平
左
衛
門

が
手
を
引
い
た
こ
と
が
、
そ
の
後
、
柏
屋
勘
右
衛
門
と
団
水
の
提
携
が
深
ま
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ
と

を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
団
水
作
『
本
朝
智
恵
鑑
』
の
典
拠
を
新
た
に
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
ま
と
ま
り

を
欠
い
た
章
構
成
の
あ
り
か
た
を
吟
味
し
、
刊
行
を
急
ぐ
書
肆
の
意
向
の
結
果
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
。

従
来
の
団
水
研
究
は
、
西
鶴
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
伝
記
的
な
事
実
の
解
明
に
か
た
よ
り
、
団
水
自
身

の
著
作
に
関
し
て
は
、
浮
世
草
子
の
い
く
つ
か
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
研
究
は
進
捗
し
て
い
な
い
。
本
論
文

は
、
従
前
の
研
究
で
は
等
閑
視
さ
れ
て
い
た
団
水
の
啓
蒙
的
・
学
問
的
著
書
や
俳
諧
を
主
た
る
考
察
の
対

象
と
し
、
資
料
の
博
捜
と
正
確
な
作
品
解
読
に
よ
り
、
特
に
団
水
作
か
ど
う
か
意
見
が
分
か
れ
て
い
た
初

期
作
二
作
を
、
団
水
作
と
確
定
し
、
そ
の
著
述
の
方
法
を
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
に
画
期
的
な
意
義
が
あ

る
。
ま
た
、
西
鶴
と
の
関
係
も
、
俳
壇
事
情
や
出
版
界
の
事
情
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た

な
両
者
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
部
分
的
に
論
述
が
や
や
錯
雑
と
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
が
、
未

検
討
で
あ
っ
た
団
水
の
初
期
作
や
書
肆
と
の
関
係
を
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
は
、
高
く
評
価
で
き

る
。
よ
っ
て
、
本
審
査
委
員
会
は
、
本
論
文
が
博
士
（
文
学
）
の
学
位
に
相
当
す
る
も
の
と
判
断
す
る
。


